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◆環境課
☎587－ 6003
℻   587 － 3834

毎月第 4土曜は
 廃食油回収の日

8 月 27 日㈯　午前 10 時～正午

回収会場：市役所別館横電話ボックス付近
回収物：廃食油、牛乳パック、アルミ缶
環境課☎ 587－ 6003、エコロジーマー
ケットやすの会・増村☎ 586－ 1441

爆発事故によって破損した粗大ご
み処理施設の爆風口

みんなで取り組む節電アクション！
　電力需給のひっ迫が心配される今年の夏も、厳しい暑さが予想されています。滋賀県
のほか 2府 4県で構成する関西広域連合では、電力需要の 3分の 1をしめるといわれ
る家庭向けに、節電の取り組みを呼びかけています。
　少しの工夫でできる節電アクションをご紹介します。ご家庭で実践してみませんか。

でんき予報に注目 !
　関西電力㈱では、電力の供給状況をお知らせするため、「でんき予報」を
はじめています。下記の 4段階で表示されますが、「非常に厳しい需給状況」
になると余力が少ないということになります。テレビや新聞など、また、
関西電力㈱ホームページ http://www.
kepco.co.jp/setsuden/graph/index.html
でも公開されています。

緑
の
カ
ー
テ
ン
で

省
エ
ネ
実
施
！

粗大ごみ処理施設で
爆発事故が発生！

　6月15日・22日、野洲クリー
ンセンター内の粗大ごみ処理
施設で、相次いで爆発事故が
発生しました。
　いずれも、燃えないごみに
混入したカセットボンベや多
量のガスライターが原因では
ないかと思われます。
　事故の再発防止のため、も
う一度ごみ出しのルール確認
をお願いします。

　市では、環境基本計画推進会議「水と緑・安心の野洲」
の協力で、市役所などの公共施設で、省エネを目的に緑
のカーテンを実施しています。ぜひ、皆さんのご家庭でも、
家計にもやさしい省エネに取り組んでください！



人
々
が
願
い
を
託
し
た
お
経

―
浄
満
寺
経
蔵
に
残
さ
れ
て
い
た
大
般
若
経
―

【8月の休館日】月曜・火曜日
◆テーマ展「出土品にみる中世のくらし」
／ 9月 23 日㈷まで
◆第 3回弥生の森写真展「ふぉれすとフォ
トギャラリー」／ 8月 31 日㈬まで
◆夏休みクイズラリー・謎解き宝探し「伝
説の鐘を探せ !」／ 8月 31 日㈬まで
◆古代体験教室「鋳造体験～アクセサリー
を作ろう」／ 8月 6日㈯午後 2時～ 4時
※参加費 500 円、電話で申込受付・先着 20 人
◆講演会「東日本大震災と琵琶湖周辺の考
古学」／ 8月 27 日㈯午後 2時～ 4時
講師…寒川旭さん（産業技術総合研究所）

◆弥生の森の夏まつり／ 8月 20 日㈯午前
9時～正午（小雨決行）　対象…どなたでも
（小学校低学年以下は保護者同伴）／内容…▽
昔の遊びコーナー（竹馬・竹とんぼ・ゴム鉄砲・
シャボン玉・コマまわし・輪まわしなど）▽アー
トバルーン▽紙ひこうきとばしコンテスト▽
スーパーボールすくい▽火おこし▽陶芸部作
品展示▽友の会活動写真展示▽先着でポップ
コーン・チュウチュウ（氷菓子）の無料配布
／主催…博物館友の会／参加費…無料

大般若経の調査風景

第
600
巻
の
巻
末
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入
っ
て
い
ま
し
た
。
経
箱
に
は

朱
漆
で
文
字
が
書
か
れ
、
箱
蓋
に

は
「
十じ

ゅ
う
ぜ
ん
じ

禅
師
大
権
現
」、
箱
側
面

に
は
「
大
般
若
経
初
百
／
光
福
寺

常
住
」「
近
江
州
野
洲
村
／
延
寳

八
庚
申
九
月
吉
旦
」
な
ど
の
記
載

が
あ
り
、
１
６
８
０
（
延
宝
８
）

年
９
月
に
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
十
禅
師
大
権
現
」
に
つ
い
て

は
、『
近
江
輿よ
ち
し
り
ゃ
く

地
志
略
』
に
正
一

位
新に
い
か
わ川
大
明
神
の
項
に
、「【
神
名

帳
】
に
新
川
神
社
と
あ
る
是
也
。

野
洲
村
に
あ
り
。
土
俗
云
ふ
立
入

村
十
禅
師
の
分
身
な
り
と
。」
と

あ
り
、
ま
た
、「
光
福
寺
」
の
項

に
は
、「
新
川
明
神
の
社
僧
也
。

臨
済
派
禅
宗
、
黄お
う
ば
く檗
派
京
北
嵯
峨

直じ
き
し
あ
ん

指
庵
の
末
寺
也
」
と
記
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
「
十
禅
師
大
権
現
」
は
新
川
神

社
を
指
し
、
光
福
寺
は
神
宮
寺
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
大
般

若
経
600
巻
は
新
川
神
社
の
大
般
若

経
で
、
光
福
寺
の
社
僧
が
管
理
し

て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
木
版

刷
り
で
折
り
本
に
な
っ
て
お
り
、

一
巻
ご
と
に
墨
書
き
の
記
載
が
認

め
ら
れ
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、
１
巻
目
の
は
じ
め

に
は
「
黄
檗
派
下
光
福
寺
／
沙し
ゃ
も
ん門

法
嶺
拝は
い
し
ょ
う
請
」
巻
末
に
は
「
延
寶
八

庚
申
歳　

拝
請
」
と
あ
り
、
11
巻

目
末
に
は
「
二
世
為
安
楽　

遠
藤

次
郎
左
衛
門
喜き
し
ゃ捨
」
の
よ
う
に
記

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

光
福
寺
は
１
６
４
８（
慶
安
元
）

年
片
時
に
よ
り
開
か
れ
た
と
の
こ

と
で
す
が
、
二
代
目
の
社
僧
「
法

嶺
」
の
名
前
が
最
も
多
く
記
さ
れ

て
い
ま
す
。
複
数
巻
記
載
が
認
め

ら
れ
る
人
と
し
て
遠
藤
乗
蓮
・
遠

藤
次
郎
左
衛
門
・
遠
藤
長
兵
衛
・

遠
藤
利
右
衛
門
・
遠
藤
賀
兵
衛
・

遠
藤
利
兵
衛
・
宮
田
権
兵
衛
・
玉

田
善
太
郎
・
宇
野
久
兵
衛
・
玅

和
・
秋
田
屋
喜
兵
衛
な
ど
が
記
さ

れ
て
い
ま
す
。
遠
藤
氏
と
関
係
が

深
か
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
111
巻
に
は
「
二
世
為
安
楽

　

妙
貞
喜
捨
」、
533
巻
に
は
「
京

堀
川
本
屋
内
お
ね
い
」、
563
巻
に

は
「
釈　

妙
連　

為
菩
提
／
施
主

妙
知
」
な
ど
女
性
の
記
載
も
認
め

ら
れ
ま
す
。

　

600
巻
目
の
末
に
は
「
寛
文
十
庚

戌
仲
冬
吉
日　

中
野
氏
是
心
板

行　

版
木
細
工
人
藤
井
六
左
衛

門
」
と
あ
り
、
１
６
７
０
（
寛
文

10
）
年
の
版
木
で
刷
ら
れ
た
も
の

で
す
。
そ
し
て
、
延
宝
８
年
９
月

の
光
福
寺
住
持
法
嶺
の
奥
書
が
あ

り
、
さ
ら
に
後
に
長
文
の
延
宝

９
年
１
月
の
沙
門
月
潭
の
跋ば
つ
ぶ
ん文

が
記
さ
れ
、
毎
年
転
読
し
専
ら

国こ
く
ど
あ
ん
ね
い

土
安
寧
・
万ば
ん
み
ん
ほ
う
ら
く

民
豊
楽
を
祈
る
と

記
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
お
経
か
ら
も
、
当
時
生
き

て
い
た
人
々
や
そ
の
人
々
が
託
し

た
願
い
の
一
端
を
知
る
こ
と
が
で

き
、
大
変
興
味
深
い
も
の
で
す
。

（
博
物
館
学
芸
員　

古
川
与
志
継
）

　

野
洲
自
治
会
で
は
野
洲
区
史
編

さ
ん
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
、
去

る
５
月
25
日
、
編
さ
ん
委
員
の
皆

さ
ん
と
浄
満
寺
の
経
蔵
に
収
蔵
さ

れ
て
い
た
大だ

い
は
ん
に
ゃ
は
ら
み
っ
た
き
ょ
う

般
若
波
羅
蜜
多
経

（
大
般
若
経
）
の
調
査
を
実
施
し

ま
し
た
。
大
般
若
経
は
600
巻
も
あ

る
大
部
な
経
典
で
す
が
、
市
内
各

所
で
中
世
以
降
、
村
の
安
全
を

願
っ
て
転
読
が
な
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

　

今
回
の
大
般
若
経
は
黒
漆
塗
り

の
経
箱
６
箱
に
100
巻
ず
つ
収
め
ら

れ
、
各
箱
は
50
巻
ず
つ
２
段
に


